
堤防強化について 行川 日光市小倉 上小倉橋上

〈事業効果〉
令和元年東日本台風で破堤・越水被害が発生した本区間に護岸・巻堤工を施工したこと
により、万が一越水した場合でも長時間の洪水に耐え、田畑を守ることが期待されます。
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工事延長 Ｌ≒ 350m

・ 護岸工（ブロック積・張）
Ｌ≒ 130m
Ａ≒ 1,600㎡

・ 巻堤工
Ｌ≒ 350ｍ （平場Co A=1,400㎡）
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